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**2022 年 12 月改訂（第 4 版）                                                    届出番号: 13B1X10222SF0009 
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機械器具（１）手術台及び治療台 

一般医療機器 手術台アクセサリー JMDN 70469000 

再使用禁止 ＴＥＮＥＴ滅菌キット 
 

【禁忌･禁止】 

再使用禁止 

 

【形状・構造及び原理等】 

本品は、「TENET 関節鏡手術用手術台」及び「スパイダー２」と

ともに使用する手術台アクセサリーである。手技・症例・使用部

位により、サイズ・形状などに種類があるが、主に以下のような

形状である。梱包されている製品の製品名・カタログ番号などに

ついては直接の容器・被包に記載されている。 

 

形状 

・ショルダー滅菌キット 

・ショルダー滅菌キット スパイダー２ 

・エルボー滅菌キット 

 
 

・リスト滅菌キット 

 
 

・レッグ滅菌キット 

 
 

・アンクル滅菌キット 

 

 

 

 

 

 

 

 

原材料 

・スパイダー・ドレープ：ナイロン、ポリエチレン 

・伸縮包帯：ポリエステル、ポリウレタン、ポリプロピレン 

・フォーム・ハンド・グリップ：ポリウレタン 

・ハンド・カフ：ポリエチレン、ポリオレフィン 

・アーム・カフ：ポリエチレン、ポリオレフィン 

・スイッチドレープ：ポリエチレン、プラスチック、 

一般電気部品 

 

 

・滅菌ストラップ：ポリエチレン、ポリプロピレン 

・フィンガー・トラップ：ポリエチレン、ナイロン、 

ポリオレフィン、ポリプロピレン、ポリエステル 

・フレアドレープ：ポリエチレン 

・レッグアクセサリー フォームライナー：EVA 樹脂、ABS 樹脂 

・セルフ アドヘアリング ラップ：ポリエステル、合成ゴム 

・フットストラップ：ナイロン、ポリカーボネート、EVA 樹脂 

 

原理 

本品は、手術の際に患者の四肢を固定または牽引する際に使用す

る滅菌キット製品である。固定または牽引を行う機器、並びに患

者の四肢に取り付けて使用する。患者の四肢を固定または牽引す

ることにより、手術を行い易くする。 

 

【使用目的又は効果】 

本品は、手術台に付属するアクセサリーである。 

本品は滅菌ディスポーザブルのキット製品であり、開封後ただち

に使用可能である。 

 

【使用方法等】 

本品は滅菌品である。使用前には必ず包装に傷、破れ等が無いこ

とを確認すること。 

 

Ⅰ. ビーチチェアポジションによる肩関節鏡視下手術の場合 

1. T-MAX ビーチ・チェア、並びにスパイダー・リム・ポジショナ

ーまたはスパイダー２・リム・ポジショナー（以下、両方のリ

ム・ポジショナーを含む場合は、スパイダーと総称する）をセ

ッティングする。 

2.未滅菌のスパイダー側のクイック・コネクターのメス側口に、

滅菌されたピギー・バック・コネクターを接続する。ピギー・

バック・コネクターを接続するまでは、クイック・コネクト・

ロックは解除しておくこと。これにより、ピギー・バック・コ

ネクターを正しく接続することができる。その後、接続を確実

にするため、クイック・コネクターをロックする。ショルダー

滅菌キットまたはショルダー滅菌キット スパイダー２（図 1）

にあるドレープでスパイダーを覆う。スイッチドレープの延長

コードをスパイダー２・リム・ポジショナーに接続して使用す

る場合は、スパイダー２の添付文書を参照すること。滅菌キッ

トは、手術ごとに新しい製品を使用すること。 

 

図 1．ショルダー滅菌キットまたは 

ショルダー滅菌キット スパイダー２ 

 

A.ドレープ（スパイダー・ドレープ 

またはスイッチドレープ） 

B.伸縮包帯 

C.フォーム・ハンド・グリップ 

D.ハンド・カフ 

E.アーム・カフ 

 

3.滅菌キットと滅菌されたショルダー・コネクション・バー（図

2）を準備する。フォーム・ハンド・グリップをショルダー・

コネクション・バーに取り付ける。ショルダー・コネクション・

バーの平らな部分がアーム・カフの黒色シースに挿入されてい

ることを確認する。その後、本品の回りにマジックテープを巻

いて仮固定する。  
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図 2．ショルダー・コネクション・バー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.手洗いした人が、スパイダー・スレンダー・アームのピギー・

バックにショルダー・コネクション・バーを取り付ける。この

バーが十分に挿入されるまで、ピギー・バック・コネクターの

クイック・コネクト・ロックは解除しておくこと。これにより、

バーを正しく接続することができる。接続状態に問題がないこ

とを確認する（図 3）。 

 

図 3．接続状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.ショルダー・コネクション・バーが外れることがないように、

スパイダー・クイック・コネクターとピギー・バック・コネク

ターにクイック・コネクト・ロックがかかっていることを確認

する。  

6.患者の前腕肢軸にショルダー・コネクション・バーを合わせる。 

7.ショルダー・コネクション・バーに患者の前腕を配置し、フォ

ーム・ハンド・グリップを握らせ、腕をアーム・カフで包む。

この時、マジックテープは緩めた状態にしておく。 

8.ハンド・カフを、前腕後部から、前腕の前側部位そして、手の

甲、指先の順に回し、しっかりと固定する。電気メス等を使用

する場合は、患者の皮膚が金属部に露出していないことを確認

する。  

9.患者の前腕をアーム・カフのマジックテープでしっかりと固定

する。手術時に腕が抜けないよう、確実に手首を固定すること。

さらに、伸縮包帯で腕を包帯する。  

 

Ⅱ. 側臥位による肩関節鏡視下手術の場合 

1.スパイダーをセッティングする。 

2.ショルダー滅菌キットまたはショルダー滅菌キット スパイ

ダー２、並びに滅菌されたラテラル・ショルダー・コネクショ

ン・バー（図 4）を準備する。フォーム・ハンド・グリップに

ある溝に沿って半分の位置まで切断し、ショルダー・バー・ハ

ンドルに取り付ける。アーム・カフをラテラル・ショルダー・

コネクション・バーに取り付ける。ラテラル・ショルダー・コ

ネクション・バーの平らな部分がアーム・カフの黒色シースに

挿入されていることを確認する。その後、ラテラル・ショルダ

ー・コネクション・バーの回りにマジックテープを巻く。 

 

図 4．ラテラル・ショルダー・コネクション・バー 

   
 

3.挿管を行った後、患者を側臥位にさせる。  

4.患者の膝の位置にある手術台レールにスパイダー・レールクラ

ンプを取り付ける。術者がアクセスしやすい術者側にフットペ

ダルを配置する。  

5.フットペダルを操作し、スパイダーをまっすぐの状態にし、固

定する。 

6.未滅菌のスパイダー・クイック・コネクターのメス側口に、滅

菌されたピギー・バック・コネクターのオス側ポストを接続す

る。ピギー・バック・コネクターを接続するまでは、クイック・

コネクト・ロックは解除しておく。これにより、ピギー・バッ

ク・コネクターを適正に接続することができる。さらに、確実

に接続されるよう、クイック・コネクターをロックする。  

7.滅菌キットのドレープでスパイダーを覆う。滅菌キットは、手

術ごとに新しい製品を使用すること。  

8.滅菌されたトラクション・アクセサリーまたは 90°コネクター

をピギー・バック・コネクターに取り付ける。ピギー・バック・

コネクターに正しく接続するため、クイック・コネクト・ロッ

クは解除しておくこと。これにより、ピギー・バック・コネク

ターに正しく接続することができる。挿入後、適切に接続され

ていることを確認する。  

9.ラテラル・ショルダー・コネクション・バーをトラクション・

アクセサリーまたは 90°コネクターに接続し、十分に固定さ

れていることをカチッという音により確認する（図 5 または図

6）。ピギー・バック・コネクターとスパイダー・クイック・コ

ネクターにロックがかかっていることを確認する。 

 

図 5．ラテラル・ショルダー及びトラクション・アクセサリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6．ラテラル・ショルダー及び 90°コネクター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.患者の臀部位置にラテラル・ショルダー・コネクション・バ

ーを位置させる。ラテラル・ショルダー・コネクション・バー

に患者の前腕をのせ、フォーム・ハンド・グリップを握らせ、

腕をアーム・カフで包み、マジックテープでしっかり固定する。 

11.ハンド・カフを、前腕後部から、前腕の前側部位そして、手

の甲、指先の順に回し、しっかりと固定する。電気メス等を使

用する場合は、患者の皮膚が金属部に露出していないことを確

認する。 

12. 患者の腕をマジックテープで包む。さらに、伸縮包帯で腕を

包帯する。  

 

Ⅲ. 肘関節鏡視下手術の場合 

1.挿管を行った後、患者の位置を適正な状態に調節する。 

2.エルボー滅菌キット及び滅菌されたエルボー・コネクション・

バー（図 7）を準備する。フォーム・ハンド・グリップにある

溝に沿って半分の位置まで切断し、エルボー・バー・ハンドル

に取り付ける。アーム・カフをエルボー・コネクション・バー

に取り付ける。エルボー・コネクション・バーの平らな部分が

アーム・カフの黒色シースに挿入されていることを確認する。

その後、エルボー・コネクション・バーの回りにマジックテー

プを巻く。 

 

図 7．エルボー・コネクション・バー 

   
 

 

ドレープ 

ドレープ  

ドレープ  
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3.患者が仰臥位にある場合は、術者とは反対側で、患者の胸の位

置に、スパイダーが手術台に対し垂直方向になるようにセッテ

ィングする。 

4.腹臥位または側位にある場合は、術者側で患者の臀部位置に、

スパイダー・スレンダー・アームが手術台に対し 45°の角度

に下げる位置になるようにセッティングする。 

5.未滅菌のスパイダー・クイック・コネクターのメス側口に、滅

菌されたピギー・バック・コネクターのオス側ポストを接続す

る。ピギー・バック・コネクターを接続するまでは、クイック・

コネクト・ロックは解除しておく。これにより、ピギー・バッ

ク・コネクターを適正に接続することができる。さらに、確実

に接続されるよう、クイック・コネクターをロックする。  

6.エルボー滅菌キットのスパイダー・ドレープでスパイダーを覆

う。エルボー滅菌キットは、手術ごとに新しい製品を使用する

こと。  

7.滅菌された 90°コネクターをピギー・バック・コネクターに取

り付ける。ピギー・バック・コネクターに正しく接続するため、

クイック・コネクト・ロックは解除しておくこと。これにより、

ピギー・バック・コネクターに正しく接続することができる。

挿入後、適切に接続されていることを確認する。 

8.エルボー・コネクション・バーを 90°コネクターに接続し、十

分に固定されていることをカチッという音により確認する（図

8）。ピギー・バック・コネクターとスパイダー・クイック・コ

ネクターにロックがかかっていることを確認する。 

 

図 8．接続状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.患者の前腕の位置にエルボー・コネクション・バーを位置させ

る。エルボー・コネクション・バーに患者の前腕をのせ、フォ

ーム・ハンド・グリップを握らせ、腕をアーム・カフで包み、

マジックテープでしっかり固定する。 

10.ハンド・カフを、前腕後部から、前腕の前側部位そして、手

の甲、指先の順に回し、しっかりと固定する。電気メス等を使

用する場合は、患者の皮膚が金属部に露出していないことを確

認する。 

11.患者の腕をマジックテープで包む。さらに、伸縮タイプ包帯

で腕を包帯する。  

 

Ⅳ. 手関節鏡視下手術の場合 

1.スパイダーは手術台の健側で、患者の胸の位置に垂直になるよ

うにセッティングする。 

2.患者に挿管している間に、滅菌野のバックテーブル上で、滅菌

されたリスト・プレートをリスト・アースロスコピー・アクセ

サリーに取り付ける。 

3.滅菌野のバックテーブル上で、リスト・プレートが取り付けら

れたリスト・アースロスコピー・アクセサリーを、滅菌された

トラクション・アクセサリーに取り付ける。 

4.適切なサイズのリスト滅菌キットを選択するために、フィンガ

ー・トラップ・サイジング・リングを用いて、患者の指のサイ

ズを調べる。 

5.選択されたリスト滅菌キット（図 9）を開封し、その中から滅

菌ストラップを取り出し、リスト・プレートのスロットに取り

付ける。 

 

図 9.リスト滅菌キット 

A.スパイダー・ドレープ 

B.滅菌ストラップ 

C.フィンガー・トラップ 

 

 

 

 

 

6.手術台レールのクラーク・クランプにカウンター・トラクショ

ンポストを挿入し、患側の上腕二頭筋と止血帯（使用する場合）

の上にパッドを位置させて固定する。 

7.患者をドレープで覆った後、未滅菌のスパイダー・クイック・

コネクターのメス側口に、滅菌されたピギー・バック・コネク

ターのオス側ポストを接続する。ピギー・バック・コネクター

を接続するまでは、クイック・コネクト・ロックは解除してお

く。これにより、ピギー・バック・コネクターを適正に接続す

ることができる。  

8.リスト滅菌キットのスパイダー・ドレープでスパイダーを覆う。

リスト滅菌キットは、手術ごとに新しい製品を使用すること。 

9.スパイダー・スレンダー・アームを患者の胸部上方に配置し、

その遠位端を患側の肘の上にセッティングする（図 10）。 

 

図 10．セッティング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.トラクション・アクセサリーが確実に開始（*****）位置にあ

ることを確かめ、スパイダーに接続されたピギー・バック・コ

ネクターに接続する。ピギー・バック・コネクターに正しく接

続するため、クイック・コネクト・ロックは解除しておくこと。

これにより、ピギー・バック・コネクターに正しく接続するこ

とができる。挿入後、適切に接続されていることを確認する。

全ての接続がしっかりとなされていることを確認し、その後 3

ヶ所のクイック・コネクター・ロックをロックします。 

11.リスト滅菌キットより適切なフィンガー・トラップを、黒色

の円錐部分を掌側に向け指にはめる（図 11）。 

 

図 11．フィンガー・トラップの取り付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.リスト・アースロスコピー・アクセサリーを患者の肘の上に

垂直に配置し、フィンガー・トラップの円錐部分をリスト・ア

ースロスコピー・アクセサリーに挿入する（図 12）。 

13.スパイダー・スレンダー・アームとトラクション・アクセサ

リーの青色のトラクション・ハンドルを保持し、2.3Kg（約 5

ポンド）の予備牽引を掛ける。 

14.滅菌ストラップを患者の手に回し、しっかりと固定する。 

 

図 12．フィンガー・トラップの接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スパイダー・ドレープ  
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Ⅴ. 下肢手術の場合 

1．スパイダーを手術台の施術側、または非施術側に設置する。 

－患者の踵部が手術台から外に出るような股関節または膝関

節手術の際には、スパイダーを手術台の足側の端部で垂直

に取り付ける（図 13）。 

－患者の踵部を手術台の下に垂らすことが必要な手術の際に

は、スパイダーを施術側の股関節の近くで垂直に取り付け

る（図 13）。 

 

図 13．スパイダーの垂直な取り付け 

   
 

－スパイダーを手術台のレールより下に配置する場合は、手

術中にスパイダーを上下動させる時の滅菌領域の管理を確

実に行うこと。 

－スパイダー レッグアクセサリーは、左右両方の足の支持

に利用することができる。適切に足を支持するために使用

する（図 14）。 

 

図１４．足底のブーツによる支持 

   
 

2．滅菌キットの用意 

－レッグ滅菌キットの構成品を滅菌野のテーブルに出す。 

－レッグアクセサリーのソールにあるボタンとフォームライ

ナーの黒いプレートの穴の位置を合わせて、黒いプレート

のタブをアクセサリーの踵部に押し込んで取り付け、所定

の位置にはめ込む（図 15）。 

 

図 15．ライナーのレッグアクセサリーへの取り付け 

   
 

－ 滅菌したピギー・バック・コネクターのオス型ポストを、ス 

パイダー・クイック・コネクターの未滅菌のメス型口に挿入

する。ピギー・バック・コネクターを接続するまでは、クイ

ック・コネクト・ロックは解除しておく。これにより、ピギ

ー・バック・コネクターを適正に接続することができる。接

続が正確にできていることを確認するために、ピギー・バッ

ク・コネクターを引っ張る。 

－ピギー・バック・コネクター及びスパイダーを、レッグ滅菌

キットのフレアドレープで覆う。 

－3D スパイダー コネクターをピギー・バック・コネクター

に接続する（正確に接続されるとクリック音が聞こえる）（図

16）。すべての接続が正確であることを確認し、それからク

イック・コネクターのロックをかける。 

 

図 16．3D スパイダー コネクターの取り付け 

   
－3D スパイダー コネクターのボールを、レッグアクセサ

リーのボールクランプに入れて、レッグアクセサリーをコ

ネクターに接続する（図 17）。クランプは、ハンドルを可能

な限り反時計回りに回して、完全に開いておくこと。クラ

ンプを締める際は、時計回りに回す。 

 

図 17．レッグアクセサリーの取り付け 

   
 

－レッグアクセサリーのクランプハンドルを半周回して緩め

る。それから、レッグアクセサリーの踵部を患者の踵部上

に位置を合わせながら、患者の施術側の足の上でレッグア

クセサリーの方向を決める。 

－スパイダー レッグアクセサリーに施術側の足を乗せる。

患者の踵部をレッグアクセサリー踵部の奥まで確実に乗せ

ること。 

－セルフ アドヘアリング ラップを患者の足部及びスパイ

ダー レッグアクセサリーに巻き付ける。過剰な締め付け

を行わないこと（図 18）。 

 

図 18．セルフ アドヘアリング ラップの巻き付け 

   
 

3．手術中の位置変更 

－患者の脚部は、滅菌野の手術スタッフによって容易かつ迅

速に、手術中の位置変更ができる。 

－脚部を抱えてスパイダーのフットペダルを踏み、望ましい

位置に足を動かしてからフットペダルを離すことで、脚部

の位置を固定することができる。 

－足部の角度変更および位置変更は、ボールクランプハンド

ルを反時計回りに半周回して緩め、足部の位置を変え、ボ

ールクランプを再度締めることで行うことができる。 

－脚部をスパイダーから外す際は、ボールクランプハンドル

を反時計回りに可能な限り回転させ、クランプからボール

を引き出す。その結果、脚部の操作および移動が可能にな

る。四肢の制御を再度行う場合は、クランプにボールを戻

してボールクランプハンドルを時計回りに回して、再度締

めつける。 

 

ⅤI. 足首関節鏡視下手術の場合 

－手術台のフットエンドのレールにスパイダーが水平になる

よう設置する。 

－患者をテーブルにあお向けにし、手術する脚が手術台のフ

ットエンドから 15cm 以内になるよう設置する。 

－牽引された際に大腿骨が手術台の端にむかって引張られる

ことを制限するため手術する大腿部の下にカウンター・ト
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ラクションサポートを使用する。 

－準備できたら患者にドレープをかける。 

 

1． 滅菌キットの用意 

－滅菌したピギー・バック・コネクターのオス型ポストを、

スパイダー・クイック・コネクターの未滅菌のメス型口に

挿入する。接続が正確にできていることを確認するために、

ピギー・バック・コネクターを引っ張る。ピギー・バック・

コネクターを接続するまでは、クイック・コネクト・ロッ

クは解除しておく。 

－ピギー・バック・コネクター及びスパイダーを、アンクル

滅菌キットのスパイダー・ドレープで覆う。ドレープは下

まで覆いかぶさっていること。ドレープの外側は滅菌のま

まであること。 

－ドレープの口（穴）をピギーバックの上におろし、ピギー

バックの上面を完全に露出させる。スパイダーの青いクイ

ック･コネクト・ロックをボタンの後ろに（ドレープを介し

て）スライドさせ、ピギーバックを所定の位置にしっかり

と固定する。 

－スパイダー・スレンダー・アームは手術台の足元を過ぎた

ところに垂直に設置する。 

－ピギーバックのオス型クイックコネクトをメス型のレセプ

ターに取り付け、トラクション・アクセサリーをスパイダ

ーに取り付ける。クリック音により 2 つのパーツがしっか

りと接続されたことを確実に知ることができる。トラクシ

ョン・アクセサリーを引っ張って確実に固定する。確実な

接続を維持するためピギーバックのボタンの下にあるクイ

ック･コネクト･ロックを使用する。トラクション･ハンドル

を出来るだけ反時計周りに回し開始(*****)位置にし、トラ

クション調整が最大限可能になるようにすること。 

－アンクル滅菌キットからフットストラップを取り出し、フ

ットストラップをアンクルアクセサリーのボタンにしっか

りと固定させる(図 19）。 

 

図 19. アンクルストラップの取り付け 

     
 

－アンクルアクセサリーをトラクション・アクセサリーに取

り付け、クイック・コネクト・ロックを使用し固定させる。

全てのコネクション部分がしっかりと固定されていること

を確認すること。 

－スパイダーのスレンダーアームとトラクション・アクセサ

リーを持ち、フットペダルを操作して遠位に引張り、トラ

クションする量と位置決めを行う。 

 

【使用上の注意】 

1.重要な基本的注意 

(1) 専門医の監視下でのみ使用すること。 

(2) 本品は滅菌済製品であり、開封は使用直前に包装が破損し

ていないか確認を行うと同時に、無菌的に取り扱うこと。

破損がある場合は使用しないこと。 

(3) 本品はディスポーザブルのため一症例限りの使用で再滅

菌・再使用はしないこと。 

(4) 開封後未使用のものを再滅菌して使用しないこと。使用し

なかった場合でも廃棄すること。 

(5) 使用前に滅菌包装に記載されている滅菌期限を必ず確認す

ること。 

(6) 使用前に、破損箇所が無いか、また適切に機能するかどう

かを確認すること。破損等が確認された場合は使用しない

こと。 

(7) 使用目的（手術・処置等の医療行為）以外の目的で使用し

ないこと。 

(8) 破損等の原因になり得るので使用時には必要以上の力を加

えないこと。使用後は、直ちに破損がなかったかを点検す

ること。 

(9) 本品を使用する際は、患者の手足に十分な血液の循環が確

実に維持されるよう注意する必要がある。 

(10) 本品を取り付ける際、ラテラル・ショルダー・コネクショ

ン・バー、エルボー・コネクション・バーあるいはリスト・

プレートが、オートクレーブ滅菌後、十分に冷めているこ

とを確認すること。 

(11) フィンガー・トラップを使用する場合は、必ずフィンガー・

トラップ・サイジング・リングを用いて患者の指のサイズ

を調べ、適応するサイズを選択すること。 

(12) 使用後は感染防止に留意し、安全な方法で処分すること。 

 

2.不具合・有害事象 

以下の不具合・有害事象が発現する可能性がある。 

（1）不具合 

・製品の破損 

（2）有害事象 

・筋組織・靭帯の損傷 

 

【保管方法及び有効期間等】 

・ 水濡れに注意し、直射日光及び高温多湿を避けて保管すること。 

・ 滅菌保証期限は外箱に表示してある（自己認証による）。 

 

**【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

（製造販売業者） 

スミス・アンド・ネフュー株式会社 

電話番号：03-5403-8671 

 


